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危
機
が
あ
ぶ
り
出
す
社
会
の
脆
弱
性

大
き
な
危
機
の
出し

ゅ
っ

来た
い

は
、
そ
の
社
会
が
抱
え
る

脆
弱
性
や
欠
陥
を
あ
ぶ
り
出
す
。
日
本
の
医
療
体

制
は
高
い
技
術
水
準
や
国
民
皆
保
険
を
誇
っ
て
き

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
は
、
そ
こ
に

隠
さ
れ
て
い
た
脆
弱
性
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。
日
本
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
増
え
な
い
（
増

や
さ
な
い
）
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
持
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
検
査
を
拡
大
し
て
陽

性
の
人
が
増
え
る
と
「
医
療
崩
壊
が
起
こ
る
」
と

い
う
理
由
だ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、必
要
な
入
院
・

治
療
の
体
制
を
整
え
て
こ
な
か
っ
た
積
年
の
政
策

の
結
果
な
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
人
口
１
千
人
当
た
り
の
日
本
の
医
師

数
は
２
・
４
人
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
３
・５
人
を

大
き
く
下
回
る
。
あ
る
い
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）

の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
病
床
数
は
、
ド
イ
ツ
の

29
・
２
床
、
韓
国
の
10
・
６
床
に
対
し
て
４
・
３

床
に
と
ど
ま
る
。
感
染
症
の
検
査
を
担
う
保
健
所

の
数
は
、
こ
こ
20
年
で
８
５
０
か
ら
４
７
２
に
ま

で
削
ら
れ
、
地
方
衛
生
研
究
所
の
予
算
や
人
員
も

減
ら
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
厚
労
省
は
公
立
・

公
的
病
院
の
削
減
を
推
進
し
、
昨
秋
に
は
全
国

４
２
４
の
病
院
（
全
病
院
の
５
％
）
を
名
指
し
し
て

再
編
・
統
合
を
迫
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
膨

張
を
目
の
敵
に
し
て
「
社
会
保
障
の
効
率
化
」
の

名
の
下
に
医
療
費
の
削
減
を
図
ろ
う
と
し
て
き
た

政
策
の
ツ
ケ
で
あ
る
。
医
療
は
誰
に
と
っ
て
も
必

要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
の
に
、
医
療
費
の
削
減
は

当
然
だ
と
す
る
世
論
が
作
り
出
さ
れ
て
き
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
「
医
療
崩
壊
」
の
危
機
が
問
題

に
な
る
前
に
、
す
で
に
医
療
の
力
は
弱
ま
っ
て
い

た
の
だ
。
今
回
の
感
染
拡
大
に
直
面
し
て
、
よ
う

や
く
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
し
て
の
医
療
の

拡
充
が
死
活
的
重
要
性
を
も
つ
と
再
認
識
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

雇
用
の
危
機

日
本
社
会
の
脆
弱
性
は
、
別
の
姿
を
と
っ
て
も

現
れ
た
。
働
く
人
び
と
、
と
く
に
社
会
的
に
弱
い

立
場
の
人
び
と
が
、
い
き
な
り
困
窮
に
追
い
や
ら

れ
た
の
だ
。

人
の
移
動
の
全
面
的
な
停
止
は
消
費
の
蒸
発
と

生
産
の
休
止
を
招
き
、
重
大
な
経
済
危
機
が
勃
発

し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
予
測
で
は
、
今
年
の
世
界
経
済

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
４
・
９
％
に
転
落

す
る
。
こ
れ
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
（
09

年
）
の
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％
を
は
る
か
に
上
回
る
。

先
進
国
は
マ
イ
ナ
ス
８
・
０
％
の
予
測
だ
が
、
こ

れ
は
世
界
大
恐
慌
時
の
先
進
国
の
マ
イ
ナ
ス
７
・

６
％
に
匹
敵
す
る
。
ま
さ
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
を
超
え
て
「
世
界
大
恐
慌
以
来
の
最
悪
の
経

済
危
機
」（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
（
５
５
４
兆
円
、
19
年
）

に
戻
る
の
は
、
24
年
度
ま
で
か
か
る
と
予
測
さ
れ

る
（
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
）。

経
済
危
機
は
、
何
よ
り
も
雇
用
の
危
機
を
も
た

ら
し
た
。
米
国
の
失
業
率
が
３
・
５
％
（
２
月
）
か

ら
14
・
７
％
（
４
月
）
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
こ

と
は
、
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
、
日

本
の
失
業
率
は
２
・
４
％
（
２
月
）
か
ら
２
・
９
％

（
５
月
）
へ
、
失
業
者
数
も
１
５
９
万
人
か
ら

１
９
７
万
人
へ
と
、
そ
の
悪
化
は
緩
や
か
に
見
え

る
。
と
こ
ろ
が
、
休
業
者
が
４
月
は
５
９
７
万
人

コ
ロ
ナ
危
機
は
何
を
問
い
か
け
て
い
る
か

白
川
真
澄

　
　
コ
ロ
ナ
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と
民
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（
前
年
同
月
比
）、
５
月
は
４
２
３
万
人
と
激
増
し
た

の
だ
。
ま
た
、
求
職
活
動
を
諦
め
て
労
働
市
場
か

ら
退
出
し
た
人
も
、
女
性
を
中
心
に
４
月
が
94
万

人
、
５
月
が
37
万
人
に
急
増
。
休
業
者
と
退
出
者

を
潜
在
的
失
業
者
と
見
な
せ
ば
、
実
質
的
な
失
業

率
は
９
・５
％
（
５
月
）
に
ま
で
悪
化
す
る
。

働
く
人
び
と
の
な
か
に
大
き
な
格
差

し
か
し
、
経
済
危
機
も
雇
用
の
危
機
も
、
け
っ

し
て
平
等
で
は
な
い
。
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
置

か
れ
た
非
正
規
雇
用
労
働
者
や
自
営
業
者
に
集
中

的
に
襲
い
か
か
る
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
の
「
派
遣
切
り
」
の

横
行
は
、
雇
用
が
脅
か
さ
れ
る
と
き
非
正
規
労
働

者
ほ
ど
簡
単
に
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
を
示
し

た
。
そ
れ
か
ら
10
年
、
格
差
を
是
正
す
る
有
効
な

改
革
は
行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
非
正
規
雇
用

は
４
０
０
万
人
も
増
え
、
労
働
者
全
体
に
占
め
る

割
合
も
34
・
１
％
（
08
年
）
か
ら
38
・
２
％
（
19
年
）

に
ま
で
高
ま
っ
た
。
雇
用
の
危
機
に
対
す
る
耐
久

力
は
、
一
段
と
弱
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
経
済
危
機
で
は
、
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ

ス
、
娯
楽
・
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
小
売
り
業
な

ど
の
分
野
が
真
っ
先
に
消
費
の
急
激
な
収
縮
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
こ
の
分
野
は
非
正
規
で
働
く
人
や

自
営
業
者
が
多
い
分
野
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仕
事

を
失
っ
た
り
収
入
を
減
ら
し
た
り
し
た
の
は
、
そ

う
し
た
人
び
と
で
あ
っ
た
。
解
雇
・
雇
い
止
め
に

あ
っ
た
人
の
49
％
は
、
非
正
規
で
あ
っ
た
。
収
入

が
減
っ
た
人
は
４
人
に
１
人
（
24
・
４
％
）
に
も
上

る
が
、
正
規
で
は
５
人
に
１
人
（
21
・
３
％
）
な
の

に
対
し
て
、
非
正
規
で
は
３
人
に
１
人
（
30
・
３
％
）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
非
正
規
労
働
者
は
、
３
～
５

月
の
３
カ
月
間
だ
け
で
何
と
１
８
４
万
人
も
減
っ

て
い
る
（
右
図
参
照
）。
う
ち
８
割
は
女
性
だ
。
ま

た
自
営
業
主
・
家
族
従
業
者
も
74
万
人
減
っ
て
い

る
。
働
く
機
会
を
失
っ
た
人
が
ど
こ
に
集
中
し
て

い
る
の
か
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

な
か
で
も
外
国
人
労
働
者
（
留
学
生
や
技
能
実
習

生
）、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
バ
イ
ト
で
授
業
料
を

稼
ぐ
大
学
生
、
労
働
者
と
し
て
の
権
利
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
が
見
舞
わ
れ
た

窮
状
は
、
い
く
つ
か
の
レ
ポ
ー
ト
で
描
か
れ
て
い

る
（『
世
界
』
５
月
号
な
ど
）。

問
題
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
は
、
在
宅
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
急
速
に

広
げ
た
。
こ
れ
は
応
急
的
・
一
時
的
な
措
置
で
は

な
く
、「
新
し
い
働
き
方
」
と
し
て
定
着
し
て
い

く
と
予
想
さ
れ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
な
っ
た
人

は
35
％
（
内
閣
府
の
調
査
）
だ
が
、
労
働
者
の
な
か

で
も
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
従
業
員
１
万
～
２
万

人
の
大
企
業
で
は
実
施
率
が
65
％
だ
が
、
１
～
10

人
の
小
さ
な
企
業
で
は
12
％
に
す
ぎ
な
い
（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
調
査
）。
ま
た
正
社
員
が
27
・
９
％
に
対
し

て
、
非
正
社
員
は
17
・
０
％
に
と
ど
ま
る
（
パ
ー

ソ
ナ
ル
総
研
の
調
査
）。
派
遣
や
契
約
の
労
働
者
は
、

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
在
宅
勤
務
を
望
ん

で
も
認
め
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
雇
い
止
め
を
覚
悟

し
て
休
業
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。

Ｉ
Ｔ
分
野
を
筆
頭
に
大
企
業
本
社
の
正
社
員
は

す
ぐ
に
テ
レ
ワ
ー
ク
に
移
っ
た
が
、
非
正
社
員
の

多
く
は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
医
療
・

介
護
、
飲
食
、
小
売
り
、
建
設
業
や
製
造
業
の
工

場
、
配
送
、
清
掃
な
ど
の
現
場
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
適
さ
な
い
。
自
分
の
手
足
や
身
体
を
動
か
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
そ
の
分
だ
け
他
人
と
の

密
な
接
触
は
避
け
ら
れ
ず
、
感
染
に
怯
え
な
が
ら

働
き
続
け
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
労
働
へ
の
社
会
的

Ⅰ　就業者の動向

　１　男女別就業者数

　・就業者数は6656万人。前年同月に比べ76万人

　　(1.1％)の減少。２か月連続の減少。

　　男性は3702万人。43万人の減少。

　　女性は2954万人。33万人の減少

　２　従業上の地位別就業者数

　・自営業主・家族従業者数は695万人。前年同月に比べ

　　２万人(0.3％)の減少

　・雇用者数は5920万人。前年同月に比べ73万人(1.2％)

　　の減少。２か月連続の減少。

　　男性は3255万人。41万人の減少。

　　女性は2664万人。33万人の減少

　３　雇用形態別雇用者数 　　

　・正規の職員・従業員数は3534万人。前年同月に比べ１万人(0.0％)の減少。８か月ぶりの減少

　・非正規の職員・従業員数は2045万人。前年同月に比べ61万人(2.9％)の減少。３か月連続の減少

　・役員を除く雇用者に占める非正規の職員・従業員の割合は36.7％。前年同月に比べ0.6ポイントの低下

　　
　　 （万人，％）

2020年 5月

役員を除く雇用者 5580 -61 - 3000 -32 - 2580 -29 -

　正規の職員・従業員 3534 -1 63.3 2331 -18 77.7 1204 18 46.7

　非正規の職員・従業員 2045 -61 36.7 669 -14 22.3 1376 -47 53.3

　　パート 986 -37 17.7 121 -4 4.0 865 -33 33.5

　　アルバイト 421 -31 7.5 211 -9 7.0 209 -24 8.1

　　労働者派遣事業所の派遣社員 137 5 2.5 56 2 1.9 81 4 3.1

　　契約社員 293 7 5.3 159 1 5.3 134 6 5.2

　　嘱託 118 -7 2.1 74 -5 2.5 44 -2 1.7

　　その他 91 3 1.6 47 1 1.6 43 2 1.7

男女計 男 女

実数
対前年

同月増減
割合 実数

対前年
同月増減

割合 実数
対前年

同月増減
割合

（万人）

対前年

同月増減

就業者 6656 -76

　自営業主・家族従業者 695 -2

　雇用者 5920 -73

　　　男 3255 -41

　　　女 2664 -33

実数2020年 5月
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図３－１ 就業者数の推移（男女計）

図３－２ 就業者数の推移（男女別）
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注）割合は，「正規の職員・従業員」と「非正規の職員・従業員」の合計に占める割合を示す。

表２ 雇用形態別雇用者数
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図４－１ 正規の職員・従業員数の推移 図４－２ 非正規の職員・従業員数の推移

－男－

表１ 従業上の地位別就業者数

－ ２ －

総務省　労働力調査

非正規の職員・従業員数の推移
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評
価
、
つ
ま
り
賃
金
は
高
く
な
い
。
介
護
な
ど
の

分
野
で
は
、
非
正
規
で
働
く
人
も
非
常
に
多
い
。

経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
米
国

で
は
中
間
層
を
形
づ
く
っ
た
製
造
業
の
労
働
者
が

減
り
、
一
方
で
は
Ｉ
Ｔ
分
野
で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
従

事
す
る
高
賃
金
の
労
働
者
が
、
他
方
で
は
飲
食
・

娯
楽
・
小
売
り
・
清
掃
・
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

労
働
に
携
わ
る
低
賃
金
の
労
働
者
が
増
え
て
き

た
。
働
き
方
の
両
極
化
と
労
働
者
内
部
の
格
差
拡

大
で
あ
る
。
こ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
の
普
及

が
生
む
労
働
の
将
来
像
だ
と
警
告
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
広
が
り
は
こ
の
暗
い
将
来

像
を
急
速
に
た
ぐ
り
寄
せ
、
現
実
の
も
の
に
し
つ

つ
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
す
る
社
会
的
格
差

に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
、
私
た
ち
に
は
新
た
な

難
問
が
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

至
る
所
に
国
家
が
顔
を
出
す

私
た
ち
が
体
験
し
た
の
は
、
国
家
が
社
会
生
活

の
至
る
所
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
国
境
封
鎖
（
出
入
国
禁

止
）、
非
常
事
態
宣
言
と
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
外
出

制
限
、
一
斉
休
校
、
店
舗
や
劇
場
の
閉
鎖
、
陽
性

者
の
隔
離
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
国
家
の
権
力
行

使
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
近
代
国
家
の
権
力
行
使

が
正
当
化
さ
れ
る
最
重
要
領
域
の
一
つ
は
、
公
衆

衛
生
政
策
で
あ
る
（
戦
争
の
体
制
づ
く
り
と
密
接
に
関

連
し
て
い
た
）。

国
家
は
、
感
染
症
の
封
じ
込
め
の
た
め
に
人
び

と
の
生
命
と
身
体
に
働
き
か
け
管
理
す
る
。
フ
ー

コ
ー
の
い
う
「
生
－
権
力
」
の
行
使
で
あ
る
。
し

か
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
直
面
し
て
、
ど
の

国
家
も
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
な
が
ら
「
生
－

権
力
」
を
行
使
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
を

使
っ
て
市
民
の
位
置
情
報
や
生
体
情
報
を
収
集

し
、
感
染
患
者
と
濃
厚
接
触
し
た
人
に
通
報
し
隔

離
を
告
げ
る
。

韓
国
は
都
市
封
鎖
を
行
な
わ
ず
に
感
染
の
封
じ

込
め
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
大
量
の

検
査
実
施
や
市
民
へ
の
情
報
公
開
と
並
ん
で
ネ
ッ

ト
の
追
跡
ア
プ
リ
の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

接
触
検
知
ア
プ
リ
は
、
60
カ
国
以
上
で
導
入
あ
る

い
は
準
備
中
で
あ
る
。
日
本
で
も
６
月
か
ら
「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」
と
い
う
接
触
確
認
ア
プ
リ
を
導
入
し

た
。歴

史
家
の
ハ
ラ
リ
は
、
新
し
い
監
視
ツ
ー
ル
の

利
用
に
つ
い
て
警
告
す
る
。「
今
回
の
感
染
症
の

大
流
行
は
監
視
の
歴
史
に
お
け
る
重
大
な
分
岐
点

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
…
…
『
体
外
』
監
視
か

ら
『
皮
下
』
監
視
へ
の
劇
的
な
移
行
を
意
味
し
て

い
る
か
ら
だ
」。「
生
体
情
報
の
監
視
を
、
非
常
事

態
の
間
に
取
る
一
時
的
措
置
だ
と
擁
護
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
…
…
だ
が
、
一
時
的
な
措
置
に
は
、

非
常
事
態
の
後
ま
で
続
く
と
い
う
悪
し
き
傾
向
が

あ
る
」（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
の
世
界
」）。

感
染
症
対
策
に
限
定
す
る
利
用
と
さ
れ
て
い
て

も
、
ア
プ
リ
に
蓄
積
さ
れ
た
個
人
情
報
が
国
家
の

手
に
集
め
ら
れ
、
個
人
の
行
動
を
隈
な
く
監
視
す

る
ツ
ー
ル
に
転
じ
る
危
険
性
は
大
き
い
。
実
際
に

中
国
・
イ
ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
は
、
接

触
デ
ー
タ
や
位
置
デ
ー
タ
は
政
府
が
集
約
す
る
。

日
本
の
接
触
デ
ー
タ
は
利
用
者
の
ス
マ
ホ
だ
け
に

溜
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、安
心
な
ど
で
き
な
い
。

追
跡
ア
プ
リ
が
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
普
及
率
が

６
割
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
政
府
に
個
人
情

報
が
渡
る
こ
と
へ
の
不
安
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

も
25
％
の
人
し
か
利
用
し
て
い
な
い
。

と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
に
伴
っ
て
、

生
命
や
安
全
を
守
る
た
め
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

制
限
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
意
識
が
強
ま
り
つ
つ

あ
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
は
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
超
監

視
社
会
を
出
現
さ
せ
、
国
家
が
日
常
生
活
の
な
か

に
監
視
と
管
理
の
網
を
張
り
め
ぐ
ら
し
つ
つ
あ

る
。
危
機
に
乗
じ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

多
く
の
人
に
持
た
せ
よ
う
と
す
る
策
動
も
そ
う

だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
自
分
の
情
報
を
政
府
に
譲
り

渡
さ
な
い
、
個
人
情
報
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

を
確
立
す
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
大
事
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
個
人
の
自
由
を
国
家
権
力
か
ら

守
り
抜
く
、
と
い
う
古
典
的
な
政
治
的
対
抗
関
係

を
引
き
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
大
き
な
政
府
」・
市
民
の
間
の
助
け
合
い

し
か
し
、
国
家
と
私
た
ち
市
民
の
間
に
は
、
も
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コ
ロ
ナ
禍
と
民
衆
の
未
来

う
一
つ
の
別
の
面
が
あ
る
。
経
済
危
機
の
な
か
で

市
場
や
企
業
が
機
能
し
な
く
な
り
失
業
・
休
業
・

収
入
減
に
見
舞
わ
れ
る
人
が
急
増
す
る
に
つ
れ

て
、
国
家
は
人
び
と
の
雇
用
と
生
活
の
最
大
で
最

後
の
守
り
手
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
政
府
は
解
雇
や
失
業
の
増
大
を
避
け

る
た
め
に
、
企
業
に
代
わ
っ
て
従
業
員
の
給
料
を

立
て
替
え
払
い
し
て
い
る
。
日
本
の
雇
用
調
整
助

成
金
は
休
業
手
当
を
特
例
で
10
割
ま
で
助
成
す
る

が
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
で
も
給
料
の
大
部
分
を

政
府
が
負
担
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
全
居

住
者
に
一
律
10
万
円
の
現
金
給
付
が
行
な
わ
れ
る

が
、
米
国
や
韓
国
も
高
所
得
層
を
除
く
国
民
に
対

し
て
一
律
の
現
金
給
付
を
行
な
っ
た
（
米
国
は
1
人

約
13
万
円
、
韓
国
は
１
世
帯
約
９
万
円
）。
ス
ペ
イ
ン
で

は
、
低
所
得
層
に
限
定
し
た
１
人
月
５
・
５
万
円

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
雇
用
や
生
活
保
障
の
課
題
で
は
、

市
民
は
国
家
が
前
に
出
て
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
（「
大
き
な
政
府
」）
を
要
求
す
る
。
安
倍
政

権
は
当
初
、
限
定
的
な
現
金
給
付
を
中
心
に
16
・

８
兆
円
の
財
政
支
出
を
決
め
た
が
、
危
機
対
応
の

措
置
と
し
て
は
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
市
民

の
側
か
ら
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
、
全
員
へ
の

現
金
給
付
、
休
業
手
当
の
拡
充
、
自
営
業
や
中
小

企
業
へ
の
家
賃
支
払
い
の
支
援
な
ど
を
盛
り
込
ん

で
、
財
政
出
動
は
57
・
６
兆
円
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
。

私
た
ち
は
、
雇
用
と
生
活
を
守
る
た
め
に
「
大

き
な
政
府
」、
つ
ま
り
積
極
的
な
財
政
出
動
を
求

め
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
政
府
に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
財
政
支
出
の
中

身
を
厳
し
く
監
視
し
、
仕
事
や
収
入
を
失
っ
て
困

窮
し
て
い
る
人
び
と
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
必
要
と
す
る
事
業
に

資
金
が
回
る
よ
う
に
す
る
。
１
・
８
兆
円
も
注
ぎ

こ
む「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
よ
う
な「
不

要
不
急
」の
事
業
は
や
め
さ
せ
る
。
そ
し
て
医
療
・

介
護
の
分
野
に
資
金
と
人
材
を
集
中
的
に
投
入
す

る
、
グ
リ
ー
ン
投
資
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡

充
な
ど
）
を
加
速
す
る
と
い
っ
た
政
策
の
実
現
を
、

下
か
ら
の
運
動
と
し
て
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。
同

時
に
財
政
出
動
を
支
え
る
財
源
を
、
赤
字
国
債
の

発
行
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
税
に
よ
っ
て
い
か

に
公
正
に
負
担
す
る
の
か
を
提
案
す
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
。
株
価
上
昇
で
大
儲
け
す
る
富
裕
層
へ

の
金
融
所
得
課
税
の
強
化
も
必
要
不
可
欠
だ
。

も
う
一
つ
は
、
す
べ
て
を
政
府
に
委
ね
る
の
で

な
く
人
び
と
の
自
主
的
な
助
け
合
い
・
支
え
合
い

の
活
動
や
領
域
を
広
げ
て
い
く
。
世
界
大
恐
慌
時

に
誕
生
し
た
地
域
通
貨
の
例
の
よ
う
に
、
危
機
の

時
代
に
は
必
ず
民
衆
内
部
で
生
き
る
た
め
の
互
助

の
仕
組
み
が
多
様
な
形
で
生
ま
れ
る
。
コ
ロ
ナ
危

機
の
な
か
で
も
、
地
域
の
ス
ー
パ
ー
が
飲
食
店
の

休
業
中
の
ス
タ
ッ
フ
に
仕
事
を
提
供
し
た
り
、
休

業
中
の
旅
館
の
従
業
員
が
知
り
合
い
の
レ
タ
ス
農

家
で
働
く
と
い
っ
た
仕
事
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
試

み
も
生
ま
れ
て
い
る
。

現
代
文
明
を
問
い
直
す

最
後
に
、
や
や
大
き
な
枠
組
み
で
私
た
ち
に
問

わ
れ
て
い
る
課
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
は
、
①
開
発
に
よ
る
自
然
生
態
系

の
破
壊
、
と
く
に
生
物
多
様
性
の
危
機
や
野
生
生

物
の
生
息
域
の
縮
小
、
②
巨
大
都
市
へ
の
人
口
集

中
、
③
無
制
約
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
④
社
会
内
部

の
格
差
拡
大
に
起
因
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
（
そ
れ

は
「
ウ
イ
ル
ス
と
共
生
す
る
」
社
会
で
も
あ
る
）
を
模
索

す
る
上
で
は
、
こ
の
４
つ
の
大
き
な
問
題
の
解
決

が
問
わ
れ
る
。
な
か
で
も
、
①
は
、〝
人
間
が
科

学
技
術
の
力
で
自
然
を
征
服
・
制
御
で
き
る
〟
と

い
う
現
代
文
明
の
価
値
観
の
転
換
を
私
た
ち
に
求

め
る
。
こ
れ
は
、
気
候
変
動
危
機
の
課
題
と
通
底

す
る
。「
新
し
い
生
活
様
式
」
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
こ
と
で
は
済
ま
な
い
。

ひ
た
す
ら
経
済
成
長
と
効
率
性
・
便
利
さ
・
快
適

性
を
追
い
求
め
て
き
た
経
済
活
動
と
日
常
生
活
の

あ
り
方
を
根
本
か
ら
転
換
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自

然
生
態
系
の
循
環
の
な
か
に
経
済
と
生
活
を
組
み

入
れ
直
し
、
脱
成
長
・
脱
開
発
の
定
常
型
社
会
へ

移
る
。
こ
う
し
た
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
避
け

ら
れ
な
い
時
代
に
、
私
た
ち
は
い
る
。

（
し
ら
か
わ
・
ま
す
み
／
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
）


	



